
別表1
4-1-1(1)機器本体の3R設計　

機器本体の3R設計に関するチェックリスト

項目
本チェックリストは次の3グループからなる。
　○構造と結合技術
　○材料の選択およびマーキング
　○長期使用化

対象の定義
各要求項目は、機器本体のうちの指定されたサブアッセンブリーに適用される
	サブアッセンブリー
	力あるいは形状によって互いに結合された2つ以上の部品から構成されるもの。

	筺体部品
	機器を環境影響から保護すると共に、ユーザと可動部品、発光部品または高電圧部品との接触を防ぐ部品。

	電気・電子サブアッセンブリー
	少なくとも1つの電気・電子部品を含むアッセンブリー。

	機械部品
	電気・電子サブアッセンブリーに含まれておらず、機械的または光学的機能を果たす部品（筐体およびシャーシは除く）。



カテゴリ分類
要求項目はMust項目、Should項目のいずれかのカテゴリに分類される。
	Must項目
	実現されなくてはならない項目

	Should項目
	実現されることが望ましい項目



3R設計適合性
　チェックリストの3R設計適合性の項目が満足された場合に、機器本体は3R設計適合性を有すると判断される。

日　　　　　　　　　付： 20　　年　　月　　日
企　　　 業　　　 名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職、設計責任者・担当者名【本証明書の記載者】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail(E-mailがない場合TEL)：                            
申込型式・品番名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


付表1　分離して処理すべき物質、調剤および部品

少なくとも次記の物質、調剤および部品は、分別回収された廃電気・電子機器から除去すること。(改正WEEE指令(2012/19/EU指令)　Annex VIIによる)
	＊ ポリ塩化ビフェニルおよびポリ塩化テルフェニル（PCB/PCT)の処分に関する指令96/59/ECの意味でのPCBを含むコンデンサ
＊ バックライト用ランプのような水銀を含む部品
＊ 電池
＊ 面積が10cm2を超えるプリント基板
＊ 臭素系難燃剤を含むプラスチック部品
＊ 面積が100cm2を超える液晶表示パネル(場合によっては筐体付き）
＊ 外部の電線
＊ 問題物質を含むコンデンサ(高さ＞25mm、直径＞25mmあるいは体積がこれに近いもの)

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



以上の物質、調剤および部品は廃棄物に関する指令 2008/98/ECに従って処分あるいは活用すること。
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3R設計チェックリスト(機器本体)
Must項目(実現されなくてはならない項目）
	分類
	No.
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	構造と結合技術
	1
	相互に適合性を有さない材料でできたサブアッセンブリー同士は分離可能かまたは分離補助部付きで結合されているか。再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリー
	はい　/　いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	
	2
	電気・電子サブアッセンブリーおよび電気・電子部品は容易に見つけられ、分別可能か。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	　
	部品探索の容易化

	
	3
	リサイクルのための分解は一般的な工具だけでできるか。再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	『一般的な工具』とは、市販されていて入手可能な工具を指す。法律上、接続技術の選択が限られる場合には適用されない。
	結合解除の容易化

	
	4
	分解工具のために必要な掴み点および作業空間が考慮されているか。
	すべてのサブアッセンブリー
	はい　/　いいえ
	『掴み点』とは、結合要素に工具により力を伝えるべき箇所を指す。
	結合解除の容易化

	
	5
	サブアッセンブリーの固定のためのネジ結合要素は3種類以下の道具だけで解除できるか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリー
	はい　/　いいえ
	　
	結合解除の容易化

	
	6
	分解作業は一人の人間で行えるか。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	　
	分解・解体の容易化

	
	7
	筐体に固定された電子サブアッセンブリーの数はゼロか。ただし、筐体に固定された操作パネルおよび同時にシャーシの機能も引き受ける筐体部品は、本項目の対象から除く。
	筐体部品
	はい　/　いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	
	8
	製造事業者は試し分解を1から8に従って行い、弱点を中心に記録を取ったか。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	　
	　

	材料の選択およびマーキング
	9
	類似の機能を有するプラスチック部品の材料は一種類に限定されているか？ただし、再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	25g以上の筐体部品､シャーシ
	はい　/　いいえ
	『類似の機能』とは、例えば「耐衝撃性」、「耐摩耗性」といった機能を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	10
	(a) プラスチック部品への塗装は必要最小限（例：製造者名）に限定されているか。ただし、レーザーマーキングなどは本項目に示す「塗装」に含まない。また、再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	筐体部品
	はい　/　いいえ
	　『塗装』には塗料の層、蒸着層および印刷を含む。
	再利用・リサイクルの促進

	
	
	(b) リサイクルを妨げない塗料を使用しているか。また塗装作業者の労働安全衛生、および環境への負荷低減に配慮した塗装を行っているか。
	筐体部品
	はい　/　いいえ
	｢リサイクルを妨げない塗料｣とは、塗装する部品の材料と塗料が相溶性を有し、高度なマテリアルリサイクル(自社製品への水平リサイクル)の阻害とならないことを言う。
塗装作業者の安全衛生への配慮とは、塗装作業所における換気・排風、作業者の保護具着用が行われていることなどをいう。環境への負荷低減への配慮とは、VOCの大気中への排出抑制について、除去設備の設置、塗装行程における工夫、低VOC塗料への代替などを言う。
	

	
	
	本項目への適合は、(a),(b)のいずれかに｢はい｣がついていれば適合と見なす。
	
	
	
	

	
	11
	材料として活用可能な材料および材料結合を使用しているか。
	筺体部品、シャーシ
	はい　/　いいえ
	『材料として活用可能』とは、出発原料と同一のリサイクル材料が製造できることを意味する(オリジナルレベルでの活用)。
なお、本項目は設計時の意図、目標を問うものであり、リサイクルの実行の有無については問わない。
	再利用・リサイクルの促進

	
	12
	再生プラスチック原材料の部分的な使用が許されているか。
	筐体、シャーシ
	はい　/　いいえ
	『許されている』とは、製品の仕様において、条件を満足する材料が入手可能であれば使用できることを指す。また、『部分的な』とは、該当するプラスチック部品が存在すること（全ての部品でなくてよいということ）を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	13
	付表１の部品と材料は容易に取り外せるか。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	
	再利用・リサイクルの促進

	
	14
	プラスチック部品には少なくともISO11469 (同等規格-JIS K6999)によるマーキングがなされているか。ただし、重さ25g未満の部品または平らな部分の面積が200mm2未満の部品、または再使用部品を除く。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	
	15
	材料の選択は9から14に従って行い、記録したか。
	筐体、シャーシ（※全体を対象とした項目もある)
	はい　/　いいえ
	　
	　

	長期使用化
	16
	再生モジュールまたは部品の再使用が可能であり、許されているか。
	機器全体
	はい　/　いいえ
	製造者の責任のもとで、スペア部品またはETN（Equivalent to new)部品として、部品を再使用する用意が無くてはならないことを指す。
	再利用・リサイクルの促進



Should項目（実現が望ましい項目）
	分類
	No.
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	構造と結合技術
	1
	分離すべき結合個所は容易に見つけられるか。
	筐体部品、シャーシ
	はい　/　いいえ
	　
	部品探索の容易化

	
	2
	リサイクルのために分解すべきすべての結合要素に、軸方向から手が入るか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリー
	はい　/　いいえ
	　
	結合解除・部品取り出しの容易化

	
	3
	全分解工程を通して受け面を維持できるか。
	ハンドリングすべきユニット
	はい　/　いいえ
	『受け面』とは、解体作業者が製品に面する作業面を指す。
この要求は間接的に階層構造を有するかどうかをチェックするものである。
ハンドリングすべきユニットとは、例えば＜5kgのユニットについてはひっくり返すことが可能であり、それ以上の大きさのユニットのものを指す。
	分離･解体の容易化

	材料の選択およびマーキング
	4
	同一のプラスチック材料から製造されている部品の着色は、統一性または適合性を有しているか。ただし、機器の操作部品には本項目は適用しない。
	筐体部品
	はい　/　いいえ
	『適合性を有する着色』とは、同色で明度が異なる場合を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	5
	プラスチック質量の全体に占めるリサイクル材料の割合は少なくとも5％か。
	筐体、シャーシ
	はい　/　いいえ
	『プラスチック質量の全体』とは、対象のプラスチック部品を全て合計した質量を指す。『リサイクル材料』とは、リサイクルプラスチックを含むプラスチック部品のことではなく、リサイクルペレットそのもののことを指す。リサイクルペレットの起源については問わない。つまり、使用済みデジタル印刷機の部品から得られるリサイクルペレットに限らず、市場の他の製品群も含めてのリサイクルプラスチックであればかまわない。
	環境負荷低減効果


[bookmark: _GoBack]
 2 / 2

 


1


 


/ 


2


 


別表


1


 


4


-


1


-


1(1)


機器本体の


3R


設計


 


 


 


機器本体の


3R


設計に関するチェックリスト


 


 


項目


 


本チェックリストは次の


3


グループからなる。


 


 


○構造と結合技術


 


 


○材料の選択およびマーキング


 


 


○長期使用化


 


 


対象の定義


 


各要求項目は、機器本体のうちの指定されたサブアッセンブリーに適用される


 


サブアッセンブリ


ー


 


力あるいは形状によって互いに結合された


2


つ以上の部


品から構成されるもの。


 


筺体部品


 


機器を環境影響から保護すると共に、ユーザと可動部品、


発光部品または高電圧部品との接触を防ぐ部品。


 


電気・電子サブアッセンブリー


 


少なくとも


1


つの電気・電子部品を含むアッセンブリ


ー


。


 


機械部品


 


電気・電子サブアッセンブリーに含まれておらず、機械的ま


たは光学的機能を果たす部品（筐体およびシャ


ー


シは除


く）。


 


 


カテゴリ分類


 


要求項目は


Must


項目、


Should


項目のいずれかのカテゴリに分類される。


 


Must


項目


 


実現されなくてはならない項目


 


Should


項目


 


実現されることが望ましい項目


 


 


3R


設計適合性


 


 


チェックリストの


3R


設計適合性の項目が満足された場合に、機器本体は


3R


設計適合性を有す


ると判断される。


 


 


日


         


付：


 


20


  


年


  


月


  


日


 


企


   


 


業


   


 


名：


                              


 


役職、設計責任者・担当者名【本証明書の記載者】


：


                             


 


E


-


mail(E


-


mail


がない場合


TEL)


：


 


                           


 


申込型式・品番名：


                               


 


 




  1   /  2   別表 1   4 - 1 - 1(1) 機器本体の 3R 設計       機器本体の 3R 設計に関するチェックリスト     項目   本チェックリストは次の 3 グループからなる。     ○構造と結合技術     ○材料の選択およびマーキング     ○長期使用化     対象の定義   各要求項目は、機器本体のうちの指定されたサブアッセンブリーに適用される  

サブアッセンブリ ー  力あるいは形状によって互いに結合された 2 つ以上の部 品から構成されるもの。  
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